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Part Ⅰ 
SolidWorks クライアント インストール 

1．SolidWorks 2009 インストール方法 

1.１ SolidWorks InstallationManager 

インストールは SolidWorks InstallationManager (以下、IM)より行います。IM を使用して SolidWorks 製品のイ 

ンストール・アンインストールを行うことができます。 

詳細については下記「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーションの概要」の「SolidWorks 

InstallationManager」をご参照ください。 

「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーションの概要」： 

http://files.solidworks.com/Supportfiles/SW_Installation_Guide/2009/Japanese/WebHelp/Installation.htm 

1.２ SolidWorks 2009 のインストール 
SolidWorks 2009 および関連製品のインストールは、SolidWorks 2009 DVD を PC にセットすることで setup プ 

ログラムが自動起動し、開始できます（注： インストールする PC に装備された DVD ドライブからのインストー 

ルが推奨です。自動起動しない場合は、DVD 内の「sldim.exe」 をダブルクリックすることで開始できます）。そ 

の後は、表示されるメニューに従って選択または入力を行うことで簡単にインストールできます。 

以下に、インストール中に表示される主なダイアログメニューに関する補足説明を記します。 

なお、インストールに関する詳細はそれぞれの画面において [ヘルプ] ボタンより確認していただくことが 

できます。
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（1）32 ビット ・ 64 ビット版 SolidWorks とも、インストーラが起動すると SolidWorks InstallationManager ウィン 

ドウが表示されます。ここでお持ちのシリアル番号を入力し、[次へ]ボタンをクリックしてください。 

※ この画面でシリアル番号を入力しない場合は無償の製品のみインストールができます。 

eDrawings, SolidWorks Explorer など。 

※インターネットに接続で 

きない場合等に[次へ]を 

クリックするとこのような 

画面が表示されます。[キ 

ャンセル]をクリックすると 

次 へ進みま 

す。(4)-1 を 

参照してくだ 

さい。 

シリアル番号を入力してください。
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（2）インストールのオプションを選択します。 

上記枠内でいずれかを選択し、[次へ]をクリックします。 

●<個人（当コンピュータ上）> 

通常インストールになります。 ⇒ 次ページへ進む 

●<アドミニストレーティブイメージ及びサーバー製品> 

サーバー上にサーバー用製品のインストールを行います。 

それぞれの内容を確認するには [詳細...] をクリックしてください。 

・<アドミニストレーティブ イメージを作成/更新します。> ⇒ P.29 へ進む 

・<SolidWorks Workgroup PDM Server (ボルト)をこのコンピュータにインストールします。> 

⇒ P.12 へ進む 

・<SolidNetWork ライセンスサーバー (配布ライセンス)をこのコンピュータにインストールします。> 

⇒ P.16 へ進む
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（3）既に SolidWorks がインストールされている場合にのみ、更新オプション ウィンドウが表示されます。新規 

インストレーション、又はアップグレードする既存のインストレーションを選択し、[次へ]ボタンをクリックしま 

す。 

注記：既存のバージョンからの SolidWorks 教育版 2009-2010 への更新インストールは行わず、一度、既存 

バージョンをアンインストール後に、あらためて SolidWorks 教育版 2009-2010 をインストールすることをお薦 

めいたします。
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（4） SolidWorks 製品の選択画面が表示されます。 

※ こ こ で SolidWorks 

Simulation 、 SolidWorks 

Motion 、 SolidWorks Flow 

Simulation 、COSMOSM 製 

品も含め全て選択できま 

す。 

(4)-1 インターネットに接続されていない環境等において、または(4)-1aの「シリアル 

番号に含まれない製品を表示します」にチェックをした場合には、製品を選択するリ 

ストが表示されます。教育版では SolidWorks Premium を選択してください。 

(4)-2 もし何らかの理由でインストールしたくないアドイン製品がある場合は、製品毎に をクリック 

することによりインストールするか否かの選択が可能です。 

(4)-3 [参照]ボタンをクリックすることにより、SolidWorks のインストール先を変更することができます。 

(4)-4 上記を設定後、[次へ]をクリックします。 

(※) 3D Instant Website は、日本語フィーチャー等がサポートされておらず、機能的に制約があるため国内サ 

ポート対象外です。ただし、お客様の責任において利用することは可能です。 

インターネットに接続されてい 

る環境では、最初に入力したシ 

リアル番号に従って自動的に 

製品が選択されます。 

(4)-1 

(4)-2 

(4)-3 
(4)-1a
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(5) SolidNetWork ライセンスを使ってのクライアントインストール時のみ SNL サーバー位置指定のダイアロ 

グが表示されます。ガイダンスを読み「25734@サーバー名」のように入力し、[OK]をクリックします。 

(6) Toolbox と穴ウィザードオプション画面が表示されます。 

[参照]をクリックして、既存の Toolbox 

ライブラリ位置を指定するか、新しい 

Toolbox ライブラリのインストール位 

置を指定します。
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（7）インストールが完了すると、 「インストレーション完了」 画面が表示されます。 

・「SolidWorks 2009 の新規項目を表示」にチェックが入っていると、[完了]をクリック後に新規機能のガイド 

文書(PDF)が起動します。 

・「インストレーションをより良くするために、アンケートにご協力ください。(英語のみ)」にチェックが入って 

いると、[完了]をクリック後に英語でのアンケートが表示されます。コメントに記入する場合には英語で記入し 

てください。 

「SolidWorks ユーザーパフォーマンス フィードバックプログラム」では、インターネットに接続できる環境で 

あれば「はい、参加します」を選択してください。SolidWorks が実際の使用でどのように動作しているかを把握 

し、今後の開発に役立てることを目的としたものです。SolidWorks の起動／終了時間、使用状況等、いくつか 

の情報を記録したログファイルが生成されます。インターネットに接続できる環境の場合にのみ、定期的に 

SolidWorks 社へ自動送信が行われます。この設定はインストール後、SolidWorks のツール／オプションでも 

変更できます。
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（8） インストールが完了後に製品の変更等を行う場合にはコントロールパネルの[プログラムの追加と削除] 

より SolidWorks 2009 を選択し<変更>をクリックしてください。(1)～(6)のような手順で変更することが可能で 

す。 

（9） 製品の削除を行うにはコントロールパネルの[プログラムの追加と削除]より SolidWorks 2009 を選択し 

<削除>をクリックしてください。手順に従い選択した製品を削除することができます。 

なお、PC を再起動するかのメッセージが表示された場合は、他のソフトウェアを終了の上、必ず PC を再起動 

して下さい。 

スタンドアロン版のみ 

最初の SolidWorks 起動時に左の 

ような画面が表示されますので、 

「今 SolidWorks 製品をアクティブ 

化する」を選択したまま、<次へ>を 

クリックします。 

ライセンスアクティベーションについての詳細は、「教育」ページの「ライセンスアクティベーション操作マニュア 

ル」をご参照ください。 http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm 

※ 今まで SolidWorks 製品をインストールしたことがない PC に対して初めてインストールを行った場合に 

は、上記のように 30 日間のトライアル期間があります。この期間内であればライセンス アクティベーションを 

行なわなくても製品を使用することができます。 

※ この 30 日 間のトライアル期間はライセンス アクティベーションを実行した時点で消滅することになりま 

す。
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2．SolidWorks Workgroup PDM のインストール 

2.1 SolidWorks Workgroup PDM Server のインストール 
P.5、6 より インストールのオプションを選択する画面において、<アドミニストレーティブイメージ及びサーバ 

ー製品>の<SolidWorks Workgroup PDM Server (ボルト)をこのコンピュータにインストールします> を選 

択します。インストールを開始し、画面上の説明に従って下さい｡ 

指示に従いインストールを進めます。 

以前のバージョンのSolidWorks Workgroup PDM がイ 

ンストールされている場合は、アップデート後は以前 

のバージョンの SolidWorks Workgroup PDM は使用 

できなくなることを伝えるメッセージが現れます。 

以前のバージョンの SolidWorks Workgroup PDM を 

保持したい場合はここでインストレーションをキャンセ 

ルしてください。



SolidWorks2009­2010  Japanese  Installation  Guide  ­13­  SWIGJPNEE2009­2010 

新規インストールの場合は、このセットアップタイプダ 

イアログが表示されるまで、画面上の説明に従って 

下さい｡ 

セットアップタイプダイアログ ボックスで、Vault を選 

択します。“次へ”を選択後、画面上の説明に従って 

Vault のインストールを完了します。なお、VaultAdmin 

[Vault の管理（Project の作成、User 権限の変更等） 

ツール）]はここではインストールされません。次ペー 

ジの手順 3.3 に従って下さい。 

SolidWorks Workgroup PDM Server インストール完了後、ファイアウォールをお使いのマシンでファイアウォー 

ルのポートが実行されるように設定するには: 

Windows でスタート（Start）、すべてのプログラム（Programs）、アクセサリ（Accessories）、システム ツール 

（System Tools）、セキュリティ センター（Security Center）をクリックします。 

Windows ファイアウォールをクリックします。 

例外（Exceptions）タブでポートの追加（Add Port）をクリックし、SolidWorks Workgroup PDM アクセスのため 

の 3 つのポートを追加します。 デフォルトのポートは 20000 (VaultAdmin)、30000 (Data)、40000 

(Request)となります。
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SolidWorks Explorer インストールの起動にチェックを 

入れた状態で「完了」を押すと、引き続き SolidWorks 

Explorer のインストールが始まります。(SolidWorks 

Workgroup PDM Clients を お 使いになる場合は 

SolidWorks Explorer をインストールしてください) 

2.2 SolidWorks Workgroup PDM Clients のインストール 

Workgroup PDM Clients を使用する場合は SolidWorks Explorer をインストールしてください。 

P.8 製品の選択画面において、SolidWorks Explorer/ Workgroup PDM をクリックして展開すると以下のような 

画面を確認することができます。 

[SolidWorks Workgroup PDM Client Add-in] は SolidWorks 上で、SolidWorks Workgroup PDM アドインを使用 

する場合にインストールします。 

[SolidWorks Workgroup PDM VaultAdmin] をインストールするかを選択します。 

インターネットに接続できる環境の 

場合は、“はい”を選択して下さい。
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VaultAdmin をインストールした場合はログイン確認 

を行ってください。デフォルトは下記です。 

・ユーザー名 : pdmwadmin 

・パスワード : pdmwadmin 

・ボルトコンピュータ : Vault がインストールされて 

いるPCのホスト名です。Vaultがインストールされて 

い る PC で VaultAdmin を 実 行 す る 場 合 は 、 

localhost と入力します。 

Client、VaultAdmin のアップデートに関しては、SolidWorks Workgroup PDM オンラインヘルプを参照して下さ 

い。 

SolidWorks Explorer を起動します。 
SolidWorks Explorer オプションボタンをク 

リ ッ ク し 、 ア ド イ ン タ ブ で [SolidWorks 
Workgroup PDM]のチェックを入れます。
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Part Ⅱ 
SolidWorks SolidNetWork ライセンス(SNL)サーバー インストール 

注意事項 

（1）SolidWorks 2009 SolidNetWork ライセンスマネージャー (以下、SNL マネージャー)は SolidWorks 2008 ～ 

SolidWorks 2004 SNL マネージャーと同一サーバー内で使用することができません。SolidWorks 2008 ～ 

SolidWorks 2004 SNL マネージャーを削除した上で SolidWorks 2009 SNL マネージャーをインストールするか、 

別のサーバーにインストールする必要があります。 

（2） SolidWorks 2003 用のライセンス、またはそれ以前のバージョンのライセンスを SolidWorks 2009 にアップ 

グレードしない場合、以前のバージョンの SNL マネージャーとは別に同一コンピュータ上に SolidWorks 2009 

SNL マネージャーをインストールし、SolidWorks Web サイトからこれらのコンピュータの各インストレーションに 

対応する SNL ファイルを取得する必要があります。 

（3） SNL Flex ライセンスの取得については「教育」ページの「 SolidWorks Customer Portal ご利用ガイド 」 

をご参照ください。 http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm 

本セクションでは、SolidWorks 2009 SNL マネージャーのインストール、機能、操作、運用についての代表的 

な方法について説明します。また、P.4 の「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーションの概要」 

には、SNL マネージャーインストレーションのアップグレード、サーバーに接続していないリモートの場所から 

SolidNetWork ライセンスを使って SolidWorks を使用する方法、SNL のトラブルシューティング等が掲載されて 

います。併せてそちらもご参照ください。 

1．概要 
SolidNetWork ライセンス（SNL）では購入ライセンスを”フロート”することにより、お求めになったライセンス数 

を超過することなく、SolidWorks®やアドイン製品のシート数を実際のライセンス数よりも多くインストールでき 

ます。 

以下に SolidNetWork ライセンスの典型的なシステム構成例を記します。 

・LAN 上で PC（Windows XP Professional）が例えば 31 台稼働している。 

・その内の 1 台に SNL 用ドングルを 1 個装着し、ライセンス マネージャーとして機能させる。購入したライセ 

ンス数は仮に SolidWorks Premium 30 ライセンスとする。 

・残りの 30 台の PC には SolidWorks ライセンスクライアントとしてインストールする。これらの PC にはドング 

ルは必要ありません。 

・任意の SolidWorks ライセンスクライアントで 1 台目の SolidWorks を起動する。この際に、ライセンス マネー 

ジャーと通信し、1 ライセンスの使用許可を得る。その結果、あと 29 ライセンスが使用可能数として残る。 

・同様に、残りの任意の PC で SolidWorks を起動していき、最大 30 台の同時使用が可能です。



SolidWorks2009­2010  Japanese  Installation  Guide  ­17­  SWIGJPNEE2009­2010 

2．バージョンアップ手順 
SNL マネージャーのインストレーションは以下の様にバージョンアップします。バージョンアップ実行前に、ライ 

センスを使用しているクライアントがいないことを確認し、ライセンスサーバーを停止する必要があります。詳 

しい手順と注意事項については P.4 の「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーションの概要」をご 

参照ください。 

・ライセンスサーバー上の SNL マネージャーをアップグレードするには： 

旧バージョンの SNL マネージャーをコントロールパネルの「プログラムの追加と削除」より削除し、Program 

Files 内のインストールフォルダも削除します。新しいバージョンの SNL マネージャーを新規にインストールし 

ます。インストール方法は、次項目「インストール手順」を参照ください。 

・ライセンスマネージャーをバージョンアップせずに、ライセンスファイルのみをバージョンアップするには： 

SolidNetWork ライセンスアドミニストレータを起動し、サーバーアドミニストレーションタブのライセンスから「変 

更」をクリックします。ウィザードに従い、新しいライセンスファイルを指定します。 

3．インストール手順 

3.1 インストールの全体手順 

標準的な作業手順は下記のとおりです。 

1. SolidWorks ライセンスサーバーへの SNL マネージャーインストール 

2. SolidWorks ライセンスサーバーへのドングル装着 

3. クライアントＰＣへの SolidWorks のインストール 

本セクションでは、上記手順をベースに説明します。 

3.2 ライセンスサーバーインストール手順 

P.5、6 より インストールのオプションを選択する画面において、<アドミニストレーティブイメージ及びサーバ 

ー製品>の<SolidNetWork ライセンスサーバー(配布ライセンス)をこのコンピュータにインストールします 

> を選択します。インストールを開始し、画面上の説明に従い、ライセンスマネージャーをインストールしま 

す。
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この画面が表示されたらサーバータイプは“単 

一”を選択し、[次へ（N）]ボタンをクリックしま 

す。 

“3 サーバー”については P.4 の「SolidWorks イ 

ンストレーション及びアドミニストレーションの概 

要」の、「トライアド サーバー（3 サーバー）イン 

ストレーション」をご参照ください。 

ここで、ドングルをUSBポートまたはパラレルポ 

ート（Dsub 25pin）に装着します。新しいハード 

ウエアの検索ウィザードが起動した場合は、ウ 

ィザードが終了してから次に進みます。 

サーバー情報が自動表示されます。ファイアウ 

ォールをご使用の場合は「このサーバーのファ 

イアウォールは使用中です」にチェックを入れま 

す。ポート番号は 25734 と 25735 がデフォルト 

設定されます。この値が他の SolidWorks 以外 

のシステムと干渉する場合は、1024 から 60000 

の間で変更できます。 

[次へ（N）]ボタンをクリックします。 

[読み取る（R）]ボタンをクリックし、供給されたラ 

イセンスファイル（FLEXlm ファイル）を指定しま 

す。
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ライセンス内容が自動表示されますので、ライ 

センス数を確認後、[完了]ボタンをクリックしま 

す。 

これでライセンスサーバーへの SNL マネージャーのインストールは終了です。 

[完了]ボタンをクリックし、PC の再起動を行って下さい。 

⇒Part Ⅰ SolidWorks クライアントインストールへ
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4．ライセンスアドミニストレータに関する機能・操作説明 

4.1 ライセンスサーバー上でのライセンスアドミニストレータ 

ライセンスサーバー上でのライセンスアドミニストレータダイアログを使用した操作を、以下に順次説明しま 

す。 

ライセンスサーバーPC に Administrator でログインし、ライセンスアドミニストレータを起動します（「スタート」 

→「すべてのプログラム」→[SolidWorks <バージョン番号>]→「SolidWorks SolidNetWork License Manager」 

→「SolidNetWork ライセンスアドミニストレータ」）。下記ダイアログが表示されます。 

※ライセンスサーバー上のライセンスアドミニストレータでは、[ライセンスを借りる]タブと[ライセンス順序]タブ 

は使用しません。 

ライセンスファイル/「変更 

（M）」ボタンをクリックすると 

ライセンスファイルウィザー 

ドが起動します。 

ここではこのまま「次へ（N）」ボタンをクリックし 

ます。
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会社でファイアウォールをご使用の場合は「こ 

のサーバーのファイアウォールは使用中です」 

にチェックを入れます。 

ベンダーデーモンポート番号は任意のポート番 

号に変更できます。 

設定を確認し[次へ（N）]ボタンをクリックしま 

す。 

現在のライセンス内容が表示されます。ライセ 

ンス数を変更した場合には古いライセンスを選 

択して削除後に、[読み取る（R）]ボタンをクリッ 

ク し 、 SolidWorks 社から新規に提供された 

FLEXlm ファイルを読み込むことで、ライセンス 

条件を更新することができます。 

サーバーアドミニストレーションタブの 詳細オプション／ [オプション 

（P）]ボタンをクリックすると、ライセンスサービスのインストールまた 

は削除作業が可能となりますが、通常は使用しません。
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サーバーアドミニストレーションタブの [ログファイルを表示(V)] をクリックすると、下記のようなテキストファイ 

ル内容が表示されます。このログの中には、SolidWorks および Add-in の使用者アカウント、開始・終了時間 

が時系列で表示されます。また、この内容は、テキストファイルとして保存することができます。 

--------- ログファイル例 ------------------------- 

11:17:17 (SW_D) OUT: "solidworks" Administrator@PC-1 

11:17:36(SW_D) UNSUPPORTED: "photoworks" (PORT_AT_HOST_PLUS) Administrator@PC-1 (License 

server does not support this feature (-18,327)) 

11:17:36(SW_D) UNSUPPORTED: "swoffice" (PORT_AT_HOST_PLUS) Administrator@PC-1 (License 

server does not support this feature (-18,327)) 

11:17:36 (SW_D) OUT: "swoffice" Administrator@PC-1 

11:23:05 (SW_D) IN: "swoffice" Administrator@PC-1 

11:33:34(SW_D) UNSUPPORTED: "featureworks" (PORT_AT_HOST_PLUS) Administrator@PC-1 (License 

server does not support this feature (-18,327)) 

11:33:34 (SW_D) OUT: "swoffice" Administrator@PC-1 

11:35:30 (SW_D) IN: "swoffice" Administrator@PC-1 

11:39:41 (SW_D) IN: "solidworks" Administrator@PC-1 

12:08:06 (SW_D) OUT: "solidworks" Administrator@PC-2 

--------------------------------------------------------- 

ライセンス サーバー／ [停止（O）]をクリックすると、下記確認ダイアログが表示されます。 

（注）ライセンス使用中にサーバーを停止しないでください。必ず「ライセンスの使用状況」タブでライセンスが 

使われていないことを確認してください。
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[ライセンスの使用状況]タブには、ライ 

センスサーバー名、ライセンスの合計 

数、未使用ライセンス数が表示されま 

す。左図では、ライセンスクライアント 

が全く立ち上がっていない状態であり、 

20 ライセンスが使用可能であることを 

示しています。 

左図は、SolidWorks クライアントが 2 台、 

10 月 5 日 16 時 3 分と 16 時 7 分に起 

動したことを表示しています。 

ライセンスを貸し出しているクライアン 

ト名もここに表示されます。 

[サーバーのリスト]タブには、現時点で 

サービスが開始されているライセンス 

サーバー名がリストアップされます。
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4.2 ライセンスクライアント上でのライセンスアドミニストレータダイアログ 

ライセンスクライアント PC にログインし、[スタートメニュー]→[すべてのプログラム]→[SolidWorks <バージョン 
番号>]→[SolidWorks <バージョン番号+SP>]→[SolidWorks ツール]→[SolidNetWork ライセンスアドミニストレ 

ータ]を起動すると、以下のダイアログでライセンス情報確認を行うことができます。 

SolidWorks 使用者が例えば ScanTo3D をアドインしようとした時に、既 

にライセンス数分が他のユーザーにより使用されている場合は、警告 

画面が表示されます。<はい>をクリックするとライセンスアドミニストレ 

ータが起動し、現在使用しているユーザーを確認することができま 

す。 

ライセンスサーバーが立ち上がっていない時やライセンスサーバーに 

接続できない場合にライセンスクライアントをスタートさせると、エラー 

メッセージが表示されます。 

[ライセンスの使用状況]タブには、現在のライセ 

ンス使用状況が表示されます。 

製品名を SolidWorks Premium に変更すると 

SolidWorks Premium のライセンス使用状況を見 

ることができます。
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ライセンスを借りる場合は「SolidWorks Standard」 

を選択します。 

SolidWorks のアドイン製品を使う場合は図の様に 

「SolidWorks Standard」と「SolidWorks  Premium」 

などのお持ちのパッケージを選択します。借りる 

期限を設定し[借りる(B)]」ボタンをクリックします。 

●クライアントでライセンスを借りる場合は借りる期限と製品の種類を選択し[借りる(B)]ボタンをクリックしま 

す。 

借りる期限は 30 日までです。31 日以上の日付を設定することはできません。 

●ライセンスの取得順序の変更(クライアントでの設定) 

パッケージ製品が[ライセンス順序]タブに表示され、クライアントがライセンスを取得する順序を変更すること 

ができます。 

下記の図では SolidWorks Standard、SolidWorks Premium、SolidWorks Simulation Professional ライセンスを 

持っている場合の例になります。 

SolidWorks Simulation Professional を上にすると、SolidWorks で Simulation をアドイン時に Premium ではなく、 

先に SolidWorks Simulation Professional ライセンスを取得します。その後 Simulation 製品以外の Premium 製 

品を使用すると Premium ライセンスも取得します。
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5. システム環境条件等補足説明 

5.1 ライセンスサーバー管理者がいること 

・管理者はクライアントの構成を把握していること。たとえば、どのクライアントにインストールされているか等 

がわかっていること。 

・ライセンスサーバートラブル発生の可能性は否定できません。その影響度を考えると、トラブル時に管理者 

等が迅速な対応ができる体制を持つことが必須です。 

5.2 ライセンスサーバー 
・Windows XP Professional、Windows 2003 Server がインストールされているコンピュータにインストールする 

必要があります。 

・ライセンスサーバーには、固定 IP アドレスを割り振り、クライアントから名前解決ができることが必要です。 

・ワークステーションの場合は、Windows仕様としてクライアントからの同時コネクション数は最大10 の制限が 

ありますが、SNL としての使用制限にはなりません。 

・ライセンスクライアントからルータを介してライセンスサーバーと通信する場合も、TCP/IP ベースの名前解 

決メカニズムに依存します。（サーバー名指定時のドメイン名の付加は不要） 

・サーバーへの 25734 及び 25735（デフォルト時）ポートへの通信が、途中に存在するルータ、ファイアウォー 

ル、ゲートウェイ等を通過できることが必要です。 

・SolidWorks ファイルサーバー／クライアントインストール構成の場合は、ライセンスサーバーPC を 

SolidWorks ファイルサーバーとは別に設定することを推奨します。 

・ライセンスサーバーPC を SolidWorks ライセンスクライアントとしても併用できますが、推奨できません。ライ 

センスサーバーには SolidWorks および他のアプリケーションをインストールせずに、クリーンな状態にしておく 

ことを推奨します。 

・この SolidWorks 2009 SolidNetWork ライセンスサーバーでは SolidWors2009～2004 を動かすことができま 

す。 

ファイアウォールをお使いのマシンではファイアウォールを設定してください。 

Windows ファイアウォールの設定方法： 

SNL では 2 つのポートを使用しています。 

デフォルトのポート番号 (IN)･･･25734、 (OUT)･･･25735 

Windows でスタート（Start）、すべてのプログラム（Programs）、アクセサリ（Accessories）、システム ツール 

（System Tools）、セキュリティ センター（Security Center）をクリックします。 

Windows ファイアウォールをクリックします。 

例外（Exceptions）タブでポートの追加（Add Port）をクリックし、名前「SNL in」･･･ポート番号「25734」。名前 

「SNL out」･･･ポート番号「 25735 」を追加します。
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5.3 ライセンスクライアント 

・ライセンスを確認するタイミング、インターバルのユーザー指定はできません。また、これらの情報は公開し 

ておりません。 

・保存等の重要な処理・操作中にライセンスサーバーを認識出来なくなったときは、少なくともそれらの処理 

が終了するまでの間は、動作が継続します。 

・ライセンスサーバーを認識出来なくなった場合でも、次にライセンスを確認するまでのしばらくの間 

SolidWorks クライアント側での操作が可能です。 

・SolidWorks 社製品以外の Add-In 製品は、SolidNetWork 管理対象外です。SolidNetWork 稼働環境でのそれ 

らのアプリケーションの使用にあたっては、各ソフトウェアメーカーへお問い合わせください。 

5.4 全般 

・タイムアウトのデフォルト（即ち下記 sw_d.opt ファイルでの指定がない場合）は 120 分です。この間なにも操 

作がないと使用権がタイムアウトし、サーバー側にライセンスをもどします。 

・sw_d.opt ファイルで 15 分以上のタイムアウト時間を指定可能です。まず、 

< SolidNetWork License Manager インストールフォルダ> \licenses\sw_d.opt 

を新規作成し、 

TIMEOUTALL <指定秒数> 

という行を記述します。<指定秒数> 部分を 900（即ち 15 分）、またはそれ以上の数に置き換えます。60 分 

の設定例は下記です。 

TIMEOUTALL 3600 

その後、ライセンスアドミニストレータダイアログ上で”停止”、”開始”の順でボタン選択します。これにより、 

新規条件に更新されます。なお、指定した秒数と実際のタイムアウト時間との間には若干のずれが生じる場 

合があります。 

・タイムアウト後、クライアント側で操作を再開した後に、ライセンスを自動で再取得します。 

・タイムアウト後、ライセンスを再度取得に行った時点で残りのライセンスが無くなっていた場合でも、保存等 

の操作は可能です。 

・ライセンスを新規に購入し、ライセンスサーバーに追加する操作を、平常運用時に実施したい場合、ライセ 

ンスアドミニストレータで、ライセンスファイルを新規のものに設定し直した後、”停止”、”開始”の順でボタン 

選択します。これにより、新規ライセンス数に更新されます。クライアント側では、ライセンスを自動で再取得し 

ます。上記の間、クライアント側での SolidWorks 再起動は不要です。 

・FLEXlm についての詳しい設定は下記の「FLEXlm End Users Guide(英文のみ)」を参照してください。 

http://www.solidworks.com/pages/services/ServicePacks.html
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・ライセンスサーバーを切り替える場合は、下記手順で行います。 

使用中の SolidWorks クライアントを全て終了させる。 

現在のライセンスサーバーを停止する。 

ドングルを他のライセンスサーバー設定済み PC に付け替える。 

ライセンスサーバーを開始する。 

SolidWorksクライアント側ライセンスマネジャーダイアログの“サーバーのリスト”タブで、旧サーバー名を削除 

し、新しいサーバー名を追加する。 

SolidWorks クライアントを起動する。 

・SolidWorksクライアント側へのインストール時、または SolidWorks クライアント側ライセンスアドミニストレータ 

ダイアログの[サーバーのリスト]タブで、ライセンスサーバー名を 2 つ以上設定しておくことが出来ます。クラ 

イアントからアクセスする順番は、リストの順に、一番上から使用可能なライセンスを取得します。 

・サーバーは通常 1 台／サイトです。なお、非常に台数が多い等の状況によっては、例えば 50 ライセンスの 

場合、2 台の 25 ライセンスサーバーを同一 LAN 上で稼働させることは可能です。 

・購入先が異なるライセンスサーバーを同一 LAN 内で同時に使用する場合は、下記運用とします。 

・購入代理店別に、ライセンスサーバーPC を分けること。例えば、ライセンスサーバーPC－A では代理店Ａ 

から購入したライセンスサーバー（例として 30 ライセンス）を稼働させ、ライセンスサーバーPC－B では代理 

店Ｂから購入したライセンスサーバー（例として 70 ライセンス）を稼働させること。なお、これらのネットワーク 

ライセンス用ドングルのシリアル番号はお互いに異なります。また、1 台のＰＣ上で同一バージョンのライセン 

スサーバーを 2 つ、またはそれ以上稼働させることはできません。 

・各クライアント PC で使用するライセンスサーバーをあらかじめ固定・登録することが必要です。例えば上記 

条件で、LAN 上に 100 台のクライアント PC がある場合、30 台にはライセンスサーバーPC－A のシリアル番 

号で SolidWorks をインストールし、残りの 70 台にはライセンスサーバーPC－B のシリアル番号で SolidWorks 

をインストールします。 

・Add-In 製品については、SolidWorks Premium や SolidWorks Simulation Premium としてライセンス管理され 

ます。
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Part Ⅲ 
複数のクライアントマシンへのインストール 

1．アドミニストレーティブイメージによる SolidWorks インストール 

アドミニストレーティブイメージは、ディスク上のソースイメージと同じように、製品をインストールするためのソ 

フトウェアのソースイメージです。アドミニストレーティブイメージを作成し、クライアントで展開することにより、 

複数のクライアントに SolidWorks 製品をインストールできます。 

詳細については P.4 の「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーションの概要」の、「複数のクライ 

アントで展開」を参照してください。 

1.1 SolidWorks のアドミニストレーティブイメージ作成 

(1) イメージを作成するマシンにおいて DVD を挿入後、P.5、6 より インストールのオプションを選択する画面 

において、<アドミニストレーティブイメージ及びサーバー製品>の<アドミニストレーティブイメージを作成/ 

更新します>を選択します。 

※1 なおスタンドアロン版とネットワーク版が混在の環境で、スタンドアロン版において自動アクティベーション 

を行う場合には、SolidWorks はスタンドアロン版のシリアル番号を入力する必要があります。 

※2 教育版ではサービスパックのアップグレードは行わないため「デフォルト設定を使用してイメージを作成 

します。」を選択します。 

(2) P.8 (4)の手順と同様に、アドミニストレーティブイメージを作成する製品を選択します。 

※eDrawings などのアドイン製品や Simulation 製品もアドミニストレーティブイメージに含むことができます。 

手順に従いイメージを作成します。 

イメージ作成中に画面にある[ヘルプ]をクリックして参照していただくことにより、アドミニストレーティブイメー 

ジの各オプションなどの詳細をご確認いただけます。
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(3) 上記画面での各オプションの説明 

● クライアント インストレーションで自動アクティベーションを実行します (インストール開始時にスタンドア 

ロン版の SolidWorks シリアル番号を入力した場合のみ表示されるオプションです) 

このオプションを使用すると、クライアントに SolidWorks をインストール後、クライアントが SolidWorks を初めて 

使用する際に、SolidWorks ライセンスのサイレントアクティベーションが実行されます(各クライアントが初回 

SolidWorks 起動時にインターネットに接続できる環境にある必要があります。クライアントからアドミニストレー 

ティブイメージフォルダに書き込み権限が必要です)。また、アドミニストレーティブイメージ作成完了後にライ 

センスアクティベーションの連絡情報の入力画面が表示されます。(日本語、英語) 

● 各インストレーションで診断ログファイルを作成します(時間がかかります) 

クライアント インストレーションの診断ログ ファイルを作成します。(クライアントからアドミニストレーティブイ 

メージフォルダに書き込み権限が必要です) 

● 別ユーザーとしてインストレーションを実行 

クライアントで管理者権限を持つユーザー名とパスワードを入力し、ログインしているユーザー以外のユーザ 

ーとしてインストレーションを実行できます。 このオプションにより、クライアントでインストール時にログインし 

ているユーザーに管理者権限がなくてもインストールすることができます。 

● インストレーションの前に次のプログラムを実行 

インストレーションを行う前に実行するプログラムを参照します。 

● インストレーションの後に次のプログラムを実行 

インストレーションを行った後に実行するプログラムを参照します。 

※「～に次のプログラムを実行」オプションでは、指定するパスがクライアントで有効な必要があります。
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(4) 上記画面での各オプションの説明 

● 既存 SolidWorks インストレーションの更新 

クライアントインストールの際に、インストールされている SolidWorks をアップグレードするか、新規にインスト 

ールするかを選択します。 

● SolidWorks の設定 

クライアントにインストールされる SolidWorks の設定を指定します。 

● SolidWorks ユーザーパフォーマンスフィードバックプログラム 

P.10 の(9)を参照してください。 

(5) (4)の画面で[次へ]をクリックすると、「Toolbox と穴ウィザード」設定画面が表示されます。 

⇒P.9 の(6)を参照してください。 

(6) アドミニストレーティブイメージの作成が終了後、イメージ内に作成された StartSWInstall.hta ファイルのシ 

ョートカットを作成し、ショートカットをクライアントに配布します。
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2. SolidWorks アドミニストレーティブイメージ オプションエディタ 

SolidWorks アドミニストレーティブイメージ オプションエディタ(以下、オプションエディタ)を使用すると、アドミ 

ニストレーティブイメージ作成時の設定の変更、またその設定をユーザーやグループ毎に変更することがで 

きます。 

ユーザーとグループの設定が重複した場合はユーザーで設定されている項目が優先されます。 

(1) オプションエディタを起動するためには、 

・アドミニストレーティブイメージ作成完了の画面で「アドミニストレーティブイメージオプションエディタ起動」に 

チェックを入れて[完了]をクリック。 

・作成されたアドミニストレーティブイメージ内にある StartOptionEditor.hta をクリック。 

上記のいずれかの操作により下記の画面が表示されます。 

「はじめに」の下の項目にカーソルを重ねると、 

左側に簡単な説明が表示されます。 

「アドミンオプションエディタの開始」をクリックす 

るとオプションエディタが起動します。
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(2) オプションエディタにグループ、マシンを追加する方法 

※1 「グローバル設定」が選択されている状態で各タブ内の設定を変更すると、アドミニストレーティブイメー 

ジ作成時のデフォルト設定を変更することができます。「グループ」、「マシン」選択時に各タブ内の設定を変 

更すると、「グループ」、「マシン」毎に設定を変更することができます。 

※2 マシンをグループにドラッグ&ドロップで移動できます。ただし移動の際に各設定はグループの設定で上 

書きされます。 

※3 設定を変更すると入力欄が黄色になります。変更を保存する場合には右上の をクリックし、「変更を 

保存しますか」で[はい]をクリックします。 

※4 各タブの設定内容は、P.30 (3)、P.31 (4)を参照してください。 

※5 「インストールするソフトウェア」タブでは「グループ」や「マシン」毎にインストールする/しない製品を選択 

することができます。 

「グローバル設定」上で右クリックをすると、グループと 

マシンを追加できます。グループ追加の際には「グルー 

プ追加」を選択し、グループ名を入力します。 

「マシン追加」を選択した場合、そのままマシン名を追加す 

るか、または「複数のマシン追加」をクリックし、ネットワー 

ク上のマシンを参照して追加することができます。 

※3 

※1、2
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3. クライアントへの SolidWorks インストール 

(1) アドミニストレーティブイメージを作成したフォルダを共有します。 

(2) クライアントに以下のいずれかの方法で通知します。 

・アドミニストレーティブイメージのパスを通知する。 

・アドミニストレーティブイメージ内に作成された StartSWInstall.hta ファイルのショートカットを作成し、ショート 

カットをクライアントに配布します。 

(3) クライアントで StartSWInstall.hta を起動する。 

クライアントで StartSWInstall.hta を起動すると、下記画面が起動します。 

[SolidWorks のインストール開始]をクリックすることにより、SolidWorks のインストールが開始されます。


